
 

 

 

新ごみ処理施設整備に向けた取り組み状況について 

 

 

新ごみ処理施設整備に向けた、生活環境影響調査の進捗状況及び（仮称）新ごみ処理施

設整備基本計画（以下、「基本計画」という。）策定の取り組み状況について報告いたします。 

 

 

１．現在の検討状況 

①生活環境影響調査 

新ごみ処理施設稼働による周辺環境への影響を予測する生活環境影響調査において、

昨年度から1年間（2018年 12月～2019年 11月）にわたり実施しました「基礎データ」

の収集が完了いたしました。 

基礎データの現状調査内容及び結果につきましては下表のとおりです。 

 

表 現状調査内容及び結果 

項 目 頻 度 結 果 

大 気 

二酸化硫黄、二酸化窒素、

浮遊粒子状物質、 

ダイオキシン類等 

４季毎 環境基準等を満たしていた。 

騒 音 工場騒音、道路騒音 年１回 規制基準等を満たしていた。 

振 動 工場振動、道路振動 年１回 規制基準等を満たしていた。 

悪 臭 
特定悪臭物質濃度、 

臭気指数 
年１回 規制基準等を満たしていた。 

気 象 風向、風速等 通 年 最多風向：北、平均風速：3.1m/秒 

（詳細については、別紙参照） 

 

また、本基礎データについては、本年1月から周辺自治会を対象として説明会を開催し、

ご理解いただいております。 
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②基本計画 

基本計画策定にかかる課題の検討として、行政課題については、庁内検討委員会を立ち

上げ、技術的に専門性の高い課題については、技術支援会議（学識経験者）の助言をいた

だきながら、計画策定に向けて検討を進めているところです。 

これまでに庁内検討委員会を２回、技術支援会議を２回開催し、現在、基本計画策定の

参考資料とするためメーカーアンケート等を実施しているところです。 

今後、メーカーアンケート等の結果を基にし、より環境に配慮した施設となるよう基本

計画素案の作成を進めてまいります。 

 

 （主な検討内容） 

  ・可燃ごみの処理方式 

あらゆる処理方式の中から、ごみの無害化・減容化・安定稼働性・経済性などの観点

について技術支援会議で助言をいただき、競争性が働きやすい他都市実績の最も多

い熱処理方式を採用する方針としております。 

 

・破砕選別施設のあり方 

事業の継続性・災害時等の対応・用地確保・経済性等の観点から、市が主体で施設整

備を行う方針としております。 

 

２．今後の予定 

  2020年（令和２年）５月頃   基本計画素案の作成 

              ６月頃   パブリックコメント募集（1か月間） 

              10月まで 各会議体での詳細検討 

              11月頃   基本計画策定 

 

基本計画策定後は、生活環境影響調査で得た基礎データに基本計画で定めた形式や能

力等の条件を付加し、新ごみ処理施設が稼働した場合に予想される周辺環境への影響に

ついての予測・分析を行ってまいります。 










